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春日市の平成12年度の経常収支比率は、80.７％で、平成11年度
(77.５％)と比べ３.２ポイント高くなりました。
このため、県下24市の中では第９位（昨年２位）となっています。
今後も、事務事業の見直しを行い、行財政を健全に保っていきます。
ここで一言！
経常収支比率は、成熟した（文化施設も道路もある程度完成した）

市町村と、今から成熟しようとする（文化施設や道路などを作らなけ
ればならない）市町村とでは、単純に比較はできません。
春日市のように、成熟した市町村と、これから成熟しようとする市

町村とでは、当然支出に占める住居設備費(投資的経費)の割合は違って
きます。
また、施設を作れば、次の年には、それを維持するための費用が必

要になり、生活費(義務的経費)が前の年よりも増えることになります。
つまり、都市基盤整備が進んでいる市町村ほど、それを維持する経費
も多くなるわけです。

　平成12年度の春日市の決算がま
とまりました。�
　決算では、みなさんが納めた税金
や国・県からの補助金などがどのく
らい入って、どのように使われたか
がわかります。�
　春日市の決算の内容をよく理解
してもらうため、｢春日家の家計簿｣
に例えて説明します。�

※　市民１人あたりの額については、平成13
　年３月31日現在の人口（10万５，７８３人）を
　基に算出しています。�

　春日家では次のような施設や都市基盤
の整備をしました。�
○春日東中学校校舎大規模改造�
○春日西中学校校舎大規模改造�
☆春日原小学校校舎増築�
○日拝塚古墳整備�
☆白水大池公園整備（用地取得）�
☆春日の森緑地保全�
※　☆印は総務省簡易保険局から融資を
　受けて実施しました。�

　市の予算には、一般会計とは別に、
国民健康保険事業、老人保健医療事業
など特定の事業を行なうための予算(特
別会計など)が７つあります。一般会計
をお父さん・お母さんに例えると、特
別会計などはその子どもといったとこ
ろです。お父さん・お母さん(一般会計)
は、子どもたち ( 特別会計など ) の生
活が少しでも楽になるように、仕送り(繰
出金 )をしているのです。�

決
算
状
況

2



決
算
状
況

3

　春日家は、将来に備えていくつかの預金(積�
立金）をしています。�

普通定期預金�
（財政調整基金）�

学資保険など�
（特定の目的のために�
積み立てられた預金）�

合　　　計�

18億４０８万円�

45億１８８万円�

63億５９６万円�

　普通定期預金(財政調整基金)は、給与(市税)
収入が不況などで大幅に減った場合や、災害が
起こった場合などの思わぬ出費に備えているも
のです。�
　また、特定の目的のために積立てられた預金
としては、「都市緑地保全基金」や「連続立体交
差事業等整備基金」など、19の基金があります。�

借金�
（一般会計の市債）�

子どもたちの借金�
（特別会計の市債）�

合　　　計�

３７４億１,７６４万円�

２２８億５,８３２万円�

６０２億７,５９６万円�

　借金（市債）のうちの約半分は、親（国）からの
援助金（交付税）で返しています。�

　家の増改築（普通建設事業費）など多額のお
金が必要な場合などで、その年の収入だけでは
足りないものについては、銀行からお金を借り
ています。�

（市民一人あたり　５万９，６１２円）�

（市民一人あたり　５６万９,８０８円）�

次のページで、子ども
たちの家計簿（特別会
計決算）をのせていま
すので、読んでくださ
いね!

義務的経費とは、生活(市の運営)のために必ず支払わなくてはなら
ないお金のことです。投資的経費とは、将来に残るもの(施設)のため
に使うお金のことです。
投資的経費のように、行政水準の向上に積極的に役立つ経費が多い
ほど、健全な財政といえます。
皆さんの家庭でも、家計の支出に占める生活費の割合が大きいと、

自由に使えるお金が少なく、生活を楽しめなかったり、将来に不安を
感じたりしますよね。市の運営も同じで、生活費(義務的経費)の割合
が大きいと住居設備費(投資的経費)やその他の経費にお金を回せない
ので、新しい建物を建てたり、将来のために預金したりすることもで
きなくなるのです。
これを数値として表したものが、｢経常収支比率｣です。
経常収支比率とは、市税などの毎年必ず入ってくるお金（経常一般
財源）に占める義務的経費など(経常経費)の割合のことです。一般的
には、75％が標準値とされています。
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　収入から支出を差し引いた額は、１億４，５５８万円の
黒字となりました。�
　しかし、これはＡ太（国民健康保険事業特別会計）
と同様に、収入の不足分を親からの仕送り（一般会計
からの繰出金）４億５，４４９万円で補ったためです。�

　この特別会計は春日原に設置した「龍神池駐車場」
の管理、運営のための会計です。�

　収入から支出を差し引いた額は、１億７５９万円の黒
字となりました。しかし、これは収入の不足分を親か
らの仕送り（一般会計からの繰出金）３億４，０３７万円
で補ったためです。�

　収入から支出を差し引いた額は、１億６，７２０万円の
黒字となりました。�
　しかし、これは収入の不足分を親からの仕送り（一
般会計からの繰出金）６億４，４８２万円で補ったためです。
実はとても苦しい生活を送っていると言えます。�

　この特別会計は公共用地の先行取得事業などのた
めの会計です。�

　収益的収支とは、下水道事業の経営活動に伴って
発生する営業利益です。�
　資本的収支とは、下水道施設の整備、建設改良経
費です。�
　最終的には、資本的収支の赤字分は、収益的収支か
ら補われるので、トントンになります。しかし、収益的
収入には、親からの仕送り(一般会計からの繰出金)11
億５，９０１万円が含まれているので、この分が赤字とも
言えます。�

　この特別会計は、介護認定の公平・公正化を図るた
めに筑紫地区4市1町が合同で設置した審査会のた
めの会計です。残念ながら、13年度は筑紫野市に転
勤となりました。（13年度からは、筑紫野市に事務局
が移っています）�

もっと詳しく知りたいときは
平成12年度の決算内容については、冊子｢主要な施策

の成果｣に詳しく掲載しています。冊子は市役所２階情報
公開コーナーや市民図書館で見ることができます。
決算について分からないことや知りたいことは、財政
課までお問い合わせください。 （財政課）
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懇話会メンバーにインタビュー

市民懇話会のメンバー　甲斐
か い

文治
ぶ ん じ

さん

現
在
、
市
は
平
成
14
年
度
中
の
運
行
を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
市
民
懇
話
会
が
、
太
宰
府
市
の
「
ま
ほ

ろ
ば
号
」
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

その２

公
募
で
選
ば
れ
た
市
民
で

構
成
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
導
入
市
民
懇
話
会
の
メ
ン

バ
ー
が
、
11
月
７
日
、
「
ま
ほ

ろ
ば
号
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ま
ず
太
宰
府
市
役

所
を
訪
問
。
同
市
の
担
当
者
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
状
況

や
課
題
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
運
行
に
か
か
る
経
費

は
い
く
ら
か
」
、
「
１
０
０
円
均
一
料

金
に
な
る
と
聞
い
た
が
」
な
ど
、
熱
心

に
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、ま
ほ
ろ
ば
号
に
体
験
乗
車
。

春
日
市
役
所
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
ま
ほ

ろ
ば
号
を
見
習
い
た
い
点
、
見
習
い
た

く
な
い
点
に
分
け
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

話
し
合
い
で
は
、「
バ
ス
や
バ
ス
停

の
デ
ザ
イ
ン
は
春
日
市
の
独
自
性
を
出

す
べ
き
だ
」、「
増
収
の
た
め
に
有
料
広

告
を
導
入
す
べ
き
だ
」、「
便
数
を
増
や

し
て
利
用
し
や
す
く
」
な
ど
の
具
体
的

な
意
見
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、
春
日
市

に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

具
体
像
が
浮
か
ん
で
き
た
よ
う
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
市
民
懇
話
会

ま
ほ
ろ
ば
号
を
見
学

u
小
型
バ
ス
で
す
が
、
車
内
は
ゆ
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た

太
宰
府
市
で
説
明
を
受
け
た
ま
ほ
ろ

ば
号
の
状
況
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

▽
乗
車
人
数
は
増
加
傾
向

▽
高
齢
者
の
利
用
率
が
高
い

▽
便
利
に
な
っ
た(

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト)

▽
便
数
の
充
実
を
望
む
声
が
多
い

▽
１
０
０
円
均
一
料
金
を
導
入
予
定

▽
通
勤
通
学
の
利
用
者
の
比
率
が
高
い

▽
朝
夕
の
利
用
は
多
い
が
、
昼
の
利
用

率
が
低
い

▽
有
料
広
告
の
実
施
を
検
討
中

今
後
、
市
は
他
市
の
状
況
や
市
民
懇

話
会
で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
利
用
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

(

都
市
計
画
課)

ま
ほ
ろ
ば
号
の
実
状

△バス停もすみずみまでチエック
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体
験
的
な
学
習
を
行
う
こ
と
で
、
実

感
を
伴
っ
た
理
解
を
深
め
、自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
る
力
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

学
習
の
具
体
例

▽
観
察
、
実
験
、
見
学
、
調
査

▽
ス
ピ
ー
チ
、
討
論

▽
自
ら
調
べ
、
ま
と
め
、
発
表
す
る

▽
自
然
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

社
会
体
験

▽
も
の
づ
く
り
、
生
産
活
動

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
次
の
よ
う

な
能
力
を
高
め
ま
す
。

▽
知
的
好
奇
心
や
探
究
心
を
も
っ
て
自

ら
学
ぶ
意
欲
や
主
体
的
に
学
ぶ
力

▽
自
ら
の
力
で
倫
理
的
に
考
え
判
断
す

る
力

▽
自
ら
の
考
え
や
思
い
を
的
確
に
表
現

す
る
力

▽
問
題
を
発
見
し
解
決
す
る
力

激
し
く
変
化
す
る
社
会
に
対
応
す
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
習

を
進
め
ま
す
。

○
心
の
教
育
の
充
実

子
ど
も
た
ち
に
正
義
感
・
倫
理
観
、

思
い
や
り
の
心
な
ど
の
豊
か
な
人
間
性

や
社
会
性
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

▽
幼
稚
園
、
保
育
所(

園)

、
小
学
校
低

学
年
で
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や

善
悪
の
判
断
、
社
会
生
活
の
ル
ー
ル

な
ど
の
指
導
を
徹
底
し
ま
す
。

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
然
体
験
活

動
な
ど
の
体
験
活
動
を
生
か
し
た
学

習
を
充
実
し
、
豊
か
な
体
験
を
通
し

て
道
徳
性
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

○
国
際
化
に
対
応
し
た
教
育
の
充
実

▽
中
学
校
、
高
等
学
校
で
外
国
語
科
目

（
英
語
、
中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な

ど
）
を
必
修
に
し
ま
す
。

▽
小
学
校
の「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

な
ど
に
お
い
て
英
会
話
な
ど
を
取
り

入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

▽
語
学
教
育
で
は
、
文
法
や
単
語
中
心

の
授
業
か
ら
会
話
中
心
の
授
業
へ
転

換
し
、
使
え
る
外
国
語
教
育
を
行
い

ま
す
。

○
情
報
化
社
会
へ
対
応
し
た
教
育
の
充
実

▽
中
学
校
の
技
術
・
家
庭
科
で
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
活
用
な
ど
情
報
に
関
す
る

学
習
を
し
ま
す
。

▽
高
等
学
校
の
教
科
に
「
情
報
」
を
新

設
し
、
必
修
に
し
ま
す
。

▽
小
学
校
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
や
各
教
科
の
学
習
で
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
慣
れ
親
し
む
活
動
を
充
実

し
ま
す
。

○
体
育
・
健
康
教
育
の
充
実

▽
健
康
を
保
持
増
進
で
き
る
よ
う
に

し
、
基
礎
的
な
体
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

▽
生
涯
に
わ
た
っ
て
積
極
的
に
運
動
に

親
し
む
資
質
や
能
力
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

▽
心
の
健
康
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形

成
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
薬
物
乱

用
防
止
な
ど
に
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

▽
新
た
に
小
学
校
３
年
生
か
ら
保
健
に

関
す
る
内
容
を
指
導
し
ま
す
（
こ
れ

ま
で
は
５
年
生
か
ら
で
し
た
）。

※

続
き
は
次
回
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
担
当
）

―
自
―
自
ら
学
ら
学
び
自
び
自
ら
考
え
る
た

ら
考
え
る
た
め
に
―
�

―
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
た
め
に
―
�

―
自
―
自
ら
学
ら
学
び
自
び
自
ら
考
え
る
た

ら
考
え
る
た
め
に
―
�

―
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
た
め
に
―
�

体
験
的
な
学
習
、
問
題
解
決
的
な
学

習
を
重
視

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
知
識
を
詰
め
込
み
が
ち
で
あ
っ
た
教
育
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
自
ら
学
び
自
ら
考
え

る
力
を
育
成
す
る
教
育
へ
と
転
換
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
の
変
化
に
自
分
で
対
応
で
き
る
力
を
育
成
し
、
豊
か
な
心
や
た
く
ま
し
さ
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
習
が
学
校
教
育
の
み
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
生
涯
学
習
に
つ
な
が
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

△市役所で、春日市の市報について調べています

現
代
社
会
に
適
応
し
た
教
育

△校外で行われたネイチャーゲーム(自然体験)

△ALT(外国語指導助手)による英会話の授業△コンピュータを使った学習

△大人から子どもまで参加できるソフトバレー

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成
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市が進める「地域の元気な商店街づくり事業」の一環と
して、地域商店会（商工店会）が中心となって、市内２か
所で秋祭りを行いました。
春日原商店会と春日原東町朝市商店会は、春日原自治会

と合同で、11月１日～10日にかけて「春日原まつり」を行
いました。
期間中は「季節の味覚」の日替わりコーナーが設けられ

たり、スタンプラリーで豪華景品の抽選会が行われたりと
大変な賑わいをみせました。
春日南商工店会は「秋祭きてんしゃい」と題して、11月

４日にザ・モール春日屋外駐車場でイベントを実施。
秋晴れの中、大勢の家族連れが訪れ、フリーマーケット

に参加したり、買い物を楽しんだりしました。
また、ステ

ージでは、惣
そう

利
り

好
す

いとう会
による獅子舞

し し ま い

や春日野中学
校の生徒たち
によるブラス
バンド演奏が
披露されまし
た。
このような

催しを通じて、
商店会と地域
のきずなが深
まり、よりよ
い街となるよ
うに期待され
ています。

市役所駐車場で11月11日、多くの市民が参加して、ガレ
ージセールが行われました。これは、家庭の不用品を必要
な人に譲り、ゴミの減量とリサイクルを進めるために、春
日市生活環境組合連合会が開催したものです。
当日は、早朝から、１１５組の出店者が家庭から持ち寄

った不用品を販売。たちまち、黒山の人だかりができ、さ
っそく熱のこもった値段交渉が繰り広げられていました。
また、この日は同時に「グリーン購入展示会」と「環境

ポスターコンクール展」を市役所ロビーで開催。リサイク
ルによって生まれ変わったさまざまなエコマーク商品や、
環境問題をテーマに市内の小学校４年生、中学校２年生か
ら募集したポスターを展示しました。
子どもたちの作品はいずれも力作ぞろいで、環境問題へ

の関心の高さをうかがわせる内容でした。

環境ポスターコンクール
環境部門最優秀賞
▽中村

なかむら

葵
あおい

(春日原小４年)
▽森下

もりした

みなみ(春日中２年)
省エネルギー部門最優秀賞
▽柳田

やなぎだ

航
わたる

(日の出小４年)

△思い思いの品を持ち寄りリサイクル

市
内
各
地
区
で
自
主
防
災
組
織
が
次
々
と
作
ら
れ
る
な
か
、

下
白
水
南
地
区
で
も
、
11
月
11
日
、
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
会

が
発
足
し
ま
し
た
。

地
震
や
火
災
、
風
水
害
な
ど
、
万
一
の
災
害
に
備
え
て
日
ご

ろ
か
ら
そ
の
体
制
を
整
え
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
市
内
で

18
番
目
の
発
足
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
住
民
の
役
割
分
担
や
関
係
機
関
へ
の
連
絡

網
、
そ
し
て
平
素
か
ら
の
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
地
区
独
自

の
き
め
細
か
な
計
画
書
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
た
発
足
式
典
で
は
、
火
災

時
の
消
火
・
救
出
訓
練
の
ほ
か
、
婦
人
会
に
よ
る
炊
き
出
し
も

行
わ
れ
る
な
ど
計
画
へ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

（
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
　
堀ほ

り

雅
子

の
り
こ

）

下
白
水
南
地
区
自
主
防
災
会
発
足

万
一
に
備
え
て
き
め
こ
ま
か
な
体
制

△式典では、消防署員による被災者の救急訓練も行われました

たくさんの市民が参加
環境問題を考えてみたよ

商 店 会 と 地 域 が 一 体
秋 祭 り に 大 勢 の 人 出

△商店街横の空地を利用して行われた「春日原
まつり」

△ザ・モール春日の駐車場で行われた「秋祭き
てんしゃい」
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”教
室
か
ら
世
界
を
の
ぞ
こ
う
“
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
20
日
、
大

谷
小
学
校
で
、
国
際
交
流
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
ガ
ー
ナ
出
身
の
ヘ
ク
タ
ー
・
オ
マ
ニ
さ
ん

と
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
高
校
で
２
年
間
音
楽
を
教
え
て
い
た
内う

ち

田だ

由ゆ

美み

子こ

さ
ん
で
す
。

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
二
人
は
、
全
校
生
徒
を
前
に
ア
フ
リ
カ
の

民
俗
楽
器
を
使
っ
た
演
奏
を
披
露
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ア
フ
リ
カ
の

独
特
の
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
児
童
た
ち
は
、
手
を
ひ
ざ
や
肩
に
動
か
す
”チ
チ
ェ
ク
“
と

い
う
ア
フ
リ
カ
の
伝
統
的
な
子
ど
も
の
遊
び
に
挑
戦
し
た
り
、
太
鼓

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
な
が
ら
踊
っ
た
り
し
な
が
ら
、
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

最
後
に
お
礼
に
の
意
味
を
込
め
、
同
校
の
６
年
生
が
和
太
鼓
を
演
奏
。

こ
の
日
訪
れ
た
二
人
も
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
感
心
し
き
り
。

最
後
に
ヘ
ク
タ
ー
さ
ん
は
、「
”敬
う
心
“
と
”学
ぶ
心
“
を
大
切

に
」
と
み
ん
な
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
帰
り
ま
し
た
。

大
谷
小
学
校
で
大
地
の
響
き

春
日
西
小
学
校
の
６
年
生
２
０
６
人
が
、
医
者
や
パ
ン
屋
、
ペ
ッ

ト
屋
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
が
将
来
な
り
た
い
と
思
う
職
業
の
人

た
ち
を
取
材
。
そ
し
て
、
そ
の
仕
事
の
楽
し
さ
、
苦
労
、
ど
う
す
れ

ば
そ
の
仕
事
に
就
け
る
か
な
ど
、
聞
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
11
月
10

日
、
同
校
の
文
化
祭
「
夢
ま
つ
り
」
で
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
プ
ロ
野
球
選
手
を
夢
見
て
い
る
と
い
う
６
年
３
組
の
４

人
は
、
大
リ
ー
グ
で
活
躍
中
の
新
庄
選
手
の
実
家
を
訪
ね
た
こ
と
を

報
告
。
快
く
応
じ
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
か
ら
、
同
選
手
の
少
年
時
代

の
話
を
聞
い
た
り
、
野
球
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
し

た
こ
と
を
感
激
混
じ
り
に
話
し
ま
し
た
。

あ
こ
が
れ
の
大
ス
タ
ー
を
育
て
た
人
へ
の
直
接
取
材
は
、
４
人
に

と
っ
て
、
ま
す
ま
す
自
分
の
夢
が
ふ
く
ら
む
す
て
き
な
体
験
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

春
日
西
小
学
校
文
化
祭

地
域
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
学
校
運
営
を
進
め
て
い
る
日
の
出

小
学
校
で
、
11
月
９
日
、
地
元
自
治
会
と
学
校
の
合
同
文
化
祭
「
ふ

れ
あ
い
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
場
の
体
育
館
で
は
、
地
域
の
人
な
ど
に
指
導
し
て
も
ら
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
大
正
琴
や
日
本
舞
踊
、
和
太
鼓
な
ど
を
披
露
。

ま
た
運
動
場
で
も
、
あ
そ
び
の
コ
ー
ナ
ー
や
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
保
護
者
で
つ
く
る
「
お
や
じ
の
会
」
が
催
し
た
本
物

の
乗
馬
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
大
人
気
。
親
子
が
一
緒
に
乗
っ
て
楽
し
む

姿
も
見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
「
大
き
な
車
に
乗
っ
た
み
た
い
で
、

学
校
の
景
色
も
い
つ
も
と
違
っ
て
見
え
た
よ
」
と
興
奮
気
味
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

（
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
　
永な

が

田た

智ち

恵え

子こ

）

△サラブレッドに乗ったよ

△新庄選手のお父さんと記念撮影（左から西
にし

田
だ

、坂
さか

本
もと

、河
かわ

津
づ

、山
やま

田
だ

くん）

△民族楽器を演奏するヘクターさんと内田さん

2001. 12. 15 市報かすが

日
の
出
小
学
校
ふ
れ
あ
い
サ
ン
フ
ェ
ス
タ



ト
ピ
ッ
ク
ス

9

11
月
18
日
、
春
日
東
小
学
校
で
、
同
校
の
創

立
50
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
、
昭
和
26
年
に
春
日
小
学
校
か
ら
分

校
し
た
市
内
で
２
番
目
に
古
い
小
学
校
で
、
こ

れ
ま
で
７，

９
６
８
人
の
卒
業
生
が
い
ま
す
。

多
目
的
広
場(

ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル)
で
開
か
れ
た

記
念
式
典
で
は
、
同
窓
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど

約
１
０
０
人
が
出
席
す
る
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
学

校
へ
、
50
周
年
の
記
念
と
し
て
設
置
さ
れ
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
目
録
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
出
席
者
た
ち
は
、
児
童
た
ち
が
授
業
の

合
間
を
ぬ
っ
て
一
生
懸
命
練
習
し
た
「
エ
イ
サ

ー
」(

沖
縄
地
方
の
舞
踊)

を
楽
し
ん
だ
り
、
小
学

校
時
代
の
思
い
出
な
ど
を
語
り
合
っ
た
り
し
な

が
ら
、
懐
か
し
い
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

春
日
東
小
学
校

△卒業生たちの前でエイサーを披露

春
日
野
小
学
校
で
、
11
月
17
日
、
家
族
ら
を

招
待
し
て
、
毎
年
恒
例
の
「
歌
声
発
表
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
ら
は
こ
の
日
の
た
め
、
学
年
ご
と
に

「
と
も
だ
ち
い
っ
ぱ
い
」
や
「
地
球
に
生
き
る
」

な
ど
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
４
〜
５
曲
を
選
曲
。

９
月
か
ら
２
か
月
か
け
て
練
習
を
重
ね
て
き
た

そ
う
で
す
。

低
学
年
は
元
気
よ
く
楽
し
そ
う
に
、
ま
た
高

学
年
は
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
そ
の
澄
ん
だ

歌
声
を
秋
空
に
響
か
せ
、
と
て
も
素
敵
な
発
表

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
　
橋
本

は
し
も
と

美
加

み

か

）

△みんながんばって歌いました

近隣市で行われるイベントです。皆さんで誘い合わ
せてお出かけください。いずれも入場は無料です。

正月の準備に必要な品物が、朝市価格で手に入ります。
当日は｢もちつき｣や｢スピードくじ｣も行います。
皆さん、お出でください。

日時 12月29日�
午前７時～売り切れまで

場所 安徳
あんとく

公園（那珂川町今光４―168）
内容 野菜、数の子、活魚などの食料品やしめ縄などの

正月用品の販売
問い合わせ先 那珂川町産業課

�(953)２２１１

那那那那珂珂珂珂川川川川のののの朝朝朝朝市市市市年年年年末末末末特特特特別別別別イイイイベベベベンンンントトトト
那珂川町

都府楼
と ふ ろ う

跡近くの戒壇院
かいだんいん

と観世音寺
か ん ぜ お ん じ

が、美しくライトア
ップされます。
雅
みやび

な世界に浸りながらの年越しはいかがでしょうか。
なお、当日は混雑が予想されますので、公共交通機関

を利用してください。
ライトアップの日時
▽12月30日�　午後５時～10時
▽12月31日�　午後５時～夜明け
▽１月１日�　午後５時～10時
場所 戒壇院、観世音寺(太宰府市観世音寺５丁目)
内容
▽琴の演奏
31日�　午後８時～10時

▽甘酒・ぜんざい（太宰府市商工会による九州国立博物
館チャリティー）
31日�　午後７時～10時
問い合わせ先 太宰府市産業・観光課

�(921)２１２１

ラララライイイイトトトトアアアアッッッッププププiiiinnnnままままほほほほろろろろばばばばのののの里里里里
太宰府市

春
日
野
小
学
校
歌
声
発
表
会

△寄贈された
モニュメント「夢」

△ライトアップされた戒壇院
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○
親
子
英
会
話

日
程

毎
週
木
曜
日

対
象

小
学
３
〜
６
年
生
と
保
護
者

受
講
料

６，

０
０
０
円
（
一
人
）

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
１
（
英
検
準
２
級

程
度
）

日
程

毎
週
木
曜
日

対
象

中
学
生
以
上

受
講
料

９，

０
０
０
円

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
２
（
英
検
２
級
程

度
以
上
）

日
程

毎
週
金
曜
日

対
象

中
学
生
以
上

受
講
料

９，

０
０
０
円

○
中
国
語
会
話
（
初
級
）

日
程

毎
週
金
曜
日

対
象

18
歳
以
上

受
講
料

７，

５
０
０
円

期
間

平
成
14
年
１
月
〜
３
月

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７
）

定
員

各
20
人(

申
込
先
着
順)

講
師

各
言
語
を
母
国
語
と
す
る
人
を

予
定

※

受
講
料
は
い
ず
れ
も
３
か
月
分

(

前
払
い)

で
、
非
会
員
は
５
０
０
円

増
し
で
す
。

申
込
方
法

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

(

月
曜
日
を
除
く)

の
間
に
電
話

す
る
か
、
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
む

※

受
講
生
が
少
な
い
場
合
は
、
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

野
田

の

だ

さ
ゆ
り

（
〒
816
―
０
１
８
４
春
日
２
―

63
―
５
）

�(

572)

４
５
９
６

○
建
設
業
職
長
教
育
講
習
会

内
容

現
場
監
督
者
に
対
す
る
安
全

と
衛
生
の
た
め
の
教
育

期
日

平
成
14
年
１
月
18
日
�
〜
19

日
�

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

春
日
市
商
工
会
館

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

※

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
講
料

１
万
２，

０
０
０
円

○
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
を
対
象

と
し
た
、
Ｉ
Ｔ
の
応
用
講
座
で
す
。

内
容

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
）
▽
メ

ー
ル
実
践
活
用
▽
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ビ
ル
ダ
ー
を
使
用
）

期
日

平
成
14
年
１
月
21
日
�
、
23

日
�
、
25
日
�
、
28
日
�
、

30
日
�
（
計
５
日
間
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

会
場

大
野
城
市
商
工
会
館

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

１
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
を

含
む)

※

商
工
会
会
員
は
、受
講
料
は
８，

０
０
０
円
で
す
。

申
込
方
法

12
月
17
日
�
〜
27
日
�

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
講
習
会
名
を
伝
え
る

※

申
込
締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

受
講
料
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工

会�(
581)

１
４
０
７

5(
575)
０
７
０
２

天
神
山
・
春
日
西
・
須
玖
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
楽
し
く
練
習
し

て
い
ま
す
。

や
る
気
の
あ
る
人
の
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。

練
習
時
間

▽
毎
週
火
曜
日
　
午
後
５
時
〜
７
時

▽
毎
週
土
曜
日
　
午
後
５
時
30
分
〜
７

時
30
分

▽
第
４
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
練
習
場
所

天
神
山
小
学
校
体
育
館

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

光
延

み
つ
の
ぶ

�(

575)

１
９
８
１

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」
に
つ
い

て
、
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

12
月
19
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

年
末
・
年
始
期
間
中
の
救
急
患
者
に

対
す
る
応
急
的
診
療
を
行
な
い
ま
す
。

受
診
の
際
は
、
保
険
証
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

診
療
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

ス
ポ
ー
ツ�

筑
紫
地
区
商
工
会

職
業
訓
練
講
座

ウ
イ
ン
グ
春
日
（
男
子
）

天
神
山
Ｊ
ｒ
（
女
子
）

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
部
員
募
集

英
語
・
中
国
語
会
話
教
室

春
日
市
国
際
交
流
協
会

健
康
・
保
健�

歯
み
が
き
教
室

参
加
者
募
集

講
　
座�

年
末
・
年
始
の
休
日
急
患
診
療

当
番
歯
科
医
院

ジ
ュ
ニ
ア
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

県
は
、
花
と
緑
の
あ
る
暮
ら
し
や
ま

ち
づ
く
り
を
広
め
る
た
め
、
福
岡
フ
ラ

ワ
ー
＆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
で
展
示
す

る
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

フ
ェ
ス
タ
会
期

平
成
14
年
３
月
23
日

�
〜
25
日
�

フ
ェ
ス
タ
会
場

小
郡

お
ご
お
り

簡
保

か

ん

ぽ

レ
ク
セ
ン

タ
ー
跡
地
（
小
郡
市
三
沢

み
つ
さ
わ

・
西

鉄
三
国
ヶ
丘

み

く

に

が

お

か

駅
前
）

募
集
部
門
・
規
格

▽
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
壁
掛
け

タ
イ
プ
）
幅
80
cm
×
奥
行
フ
リ
ー
×

高
さ
60
cm
以
内

▽
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
　
幅
90
cm
×
高

さ
フ
リ
ー
×
奥
行
60
cm
以
内

▽
プ
チ
ガ
ー
デ
ン
（
ベ
ラ
ン
ダ
ガ
ー
デ

ン
、
バ
ル
コ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン
な
ど
）

２
ｍ
×
２
ｍ
、
２
ｍ
×
１
ｍ
、
１
ｍ

×
１
ｍ

▽
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
　
コ
ン
テ
ナ
・

鉢
な
ど
の
幅
×
奥
行
が
0.5
㎡
以
内

応
募
申
込
書
提
出
期
限

平
成
14
年
１

月
31
日
�

※

作
品
の
会
場
搬
入
は
会
期
前
日
の

予
定
で
す
。
な
お
、
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

表
彰

各
部
門
と
も
金
賞
１
点
、
銀
賞

２
点
、
銅
賞
３
点
（
賞
状
、
ト

ロ
フ
ィ
ー
、
副
賞
あ
り
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
フ
ラ
ワ

ー
＆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
事
務
局

�(

643)

３
４
８
９

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
北

九
州
市
若
松
区
）
の
平
成
14
年
度
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
（
総
合
実
務
科
は
、

療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
）

募
集
科
目
・
定
員

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科
　
20
人

▽
義
肢
・
装
具
科
　
10
人

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
　
20
人

▽
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
　
20
人

▽
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
20
人

▽
建
築
設
計
科
　
10
人

▽
ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ン
科
　
10
人

▽
Ｄ
Ｔ
Ｐ
制
作
科
　
20
人

▽
総
合
実
務
科
　
20
人

訓
練
期
間

１
年
間
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
設

計
科
は
２
年
間
）

募
集
期
限

平
成
14
年
１
月
10
日
�

※

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

�
０
９
３(

741)

５
４
３
１

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
南

�(
513)

８
６
０
９

大
掃
除
で
取
り
替
え
る
機
会
の
多

い
、
蛍
光
灯
や
、
乾
電
池
の
処
分
の

仕
方
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

有
害
ゴ
ミ

蛍
光
管
、マ
ン
ガ
ン
や
ア
ル
カ
リ
、

リ
チ
ウ
ム
の
乾
電
池
、
水
銀
体
温
計

は
「
有
害
ゴ
ミ
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

有
害
ゴ
ミ
は
、
公
民
館
や
市
役
所
に

置
い
て
あ
る「
有
害
ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
」

「
乾
電
池
回
収
箱
」
に
そ
れ
ぞ
れ
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

確
認
し
よ
う

▽
蛍
光
管
が
入
っ
て
い
た
箱
や
袋
は

ボ
ッ
ク
ス
に
は
入
れ
な
い

▽
グ
ロ
ー
管
、
白
熱
電
球
、
豆
電
球
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
プ
リ
ン
ト
ご
っ
こ

の
球
は
「
陶
器
・
金
属
類
」
で
出

す
▽
ボ
タ
ン
型
電
池
や
充
電
式
電
池

（
ニ
ッ
カ
ド
電
池
、
ニ
ッ
ケ
ル
水

素
電
池
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

な
ど
）
は
販
売
店
に
引
き
取
っ
て

も
ら
う

（
環
境
対
策
課
）

募
　
集�

障
害
者
の
職
業
訓
練
生
募
集

65
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
し
た
、
骨

粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
教
室
で
す
。

閉
経
後
の
女
性
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
参
加
は
無
料
で
す
。

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

定
員

30
人(

応
募
多
数
の
場
合
抽
選)

日
程

▽
１
月
24
日
�
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

講
義
　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は

講
師
　
平
塚

ひ
ら
つ
か

俊
哉

と

し

や

さ
ん
（
平
塚
整
形

外
科
医
院
副
院
長
）

運
動
実
技
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
腰

痛
体
操

▽
１
月
31
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時

測
定
　
身
長
・
体
重
・
体
脂
肪
・
血
圧

チ
ェ
ッ
ク
　
生
活
・
食
事

▽
２
月
７
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時

運
動
実
技
　
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
身
体
を
動
か
そ
う

▽
２
月
14
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時

運
動
実
技
　
ダ
ン
ベ
ル
体
操
・
筋
力

ア
ッ
プ
体
操

▽
２
月
21
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時

運
動
実
技
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ボ
ー

ド
運
動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン

▽
２
月
28
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時

運
動
実
技
　
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
体
操
・

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
・
巨
大
ボ

ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▽
３
月
７
日
�
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

栄
養
講
義
　
骨
を
強
く
す
る
た
め
の

献
立
の
立
て
方
教
え
ま
す

調
理
実
習
　
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

の
食
事

▽
３
月
14
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時

運
動
実
技
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
巨

大
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

骨
密
度
測
定

▽
３
月
28
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時

運
動
実
技
　
に
こ
に
こ
ペ
ー
ス
で
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ

反
省
会

申
込
方
法

12
月
17
日
�
〜
平
成
14
年

１
月
10
日
�
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

予
防
接
種
法
の
一
部
改
正
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
安
く
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
希
望
者
は

指
定
さ
れ
た
医
院
で
、
事
前
に
予
約
し

て
か
ら
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
人

(

接
種
日
現
在)

期
限

平
成
14
年
３
月
31
日
�

費
用

１，

０
０
０
円

※

生
活
保
護
受
給
者
ま
た
は
市
県
民

税
非
課
税
の
人
は
申
請
す
れ
ば
、
無
料

に
な
り
ま
す
。
市
内
の
指
定
医
院
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

楽
し
く
動
い
て
丈
夫
な
骨
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集

高
齢
者
対
象

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

福
岡
フ
ラ
ワ
ー
＆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

乾電池

蛍光管

水銀体温計



市
は
、
介
護
保
険
を
円
滑
に
運
営
す

る
た
め
に
「
春
日
市
介
護
保
険
運
営
協

議
会
」
を
設
け
、
介
護
保
険
事
業
計
画

の
進
み
具
合
や
、
介
護
保
険
に
関
す
る

重
要
な
事
項
の
調
査
審
議
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時

12
月
21
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

市
役
所
大
会
議
室

定
員

30
人
程
度(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

20
日
�
ま
で
に
、
電
話
で

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

介
護
保
険
担
当

平
成
14
年
１
月
か
ら
「
訪
問
通
所
サ

ー
ビ
ス
」
と
「
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
」

の
支
給
限
度
額
管
理
期
間
が
一
つ
に
な

り
ま
す
。
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
１
か

月
の
最
大
利
用
可
能
日
数
は
お
お
よ
そ

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

要
支
援
　
　
６
日

要
介
護
１
　
16
日

要
介
護
２
　
18
日

要
介
護
３
　
24
日

要
介
護
４
　
27
日

要
介
護
５
　
30
日

▽
実
際
の
利
用
可
能
日
数
は
サ
ー
ビ
ス

計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
内
容
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
。

▽
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
日
数
が

要
介
護
認
定
有
効
期
間
日
数
の
お
お

む
ね
半
分
を
超
え
な
い
よ
う
に
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
た
て
て
く
だ
さ
い
。

▽
連
続
し
た
利
用
は
30
日
ま
で
で
す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課
介
護
保

険
担
当

20
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
を
行
い

ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時

１
月
14
日
�
　
午
前
10
時
〜

(

開
場
　
午
前
９
時
30
分
〜
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル(

大
谷
６
―
24)

対
象

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

春
日
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

※

対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
送
り
ま

す
。な

お
春
日
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
な
い
新
成
人
で
も
、
式
典
に
は
参

加
で
き
ま
す
が
、
記
念
品
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�(

575)

４
１
２
１
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2001. 12. 15 市報かすが

介
護
保
険
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

t

モ
チ
ズ
キ
カ
オ
ル

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ト
モ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ゆ
う
タ
ン

t

由
美

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめに
はっきりと描いて、表に住所、氏名、
電話番号を書いて送ってください。
ぺンネームも可｡�
　著作権の都合上、作品はオリジナ
ルのものに限ります。�
あて先　〒816―8501 春日市役
所広報担当「みてみてきいて」係�
※　掲載された人には図書券(５００
　円分)を進呈します。�

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

春
日
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

介
　
護�

今
回
は
、
健
康
的
な
お
や
つ
を
紹
介

し
ま
す
。

こ
の
料
理
は
、
「
第
30
回
健
康
づ
く

り
わ
が
家
の
食
卓
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
福

岡
県
食
生
活
改
善
協
会
長
賞
受
賞
作
品

で
す
。

材
料
（
２
人
分
）

じ
ゃ
が
い
も
　
70
ｇ

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
　
20
ｇ

万
能
ネ
ギ(

小
口
切
り)

大
さ
じ
３

ピ
ザ
用
チ
ー
ズ
　
80
ｇ

味
付
け
の
り
　
１
枚

牛
乳
　
大
さ
じ
１

ミ
ン
ト(

あ
れ
ば)

飾
り
用

作
り
方

①

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
皮
を
む
き
、
８
等

分
に
切
っ
て
ゆ
で
、粉
ふ
き
に
す
る
。

②

①
を
熱
い
う
ち
に
ボ
ー
ル
に
入
れ

て
つ
ぶ
し
、牛
乳
を
入
れ
て
混
ぜ
る
。

③

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
は
熱
湯
に
通
し

て
塩
抜
き
を
し
た
後
、
絞
っ
て
水
気

を
切
る
。

④

②
に
③
と
ね
ぎ
、
チ
ー
ズ
を
入
れ

て
混
ぜ
る
。

⑤

フ
ッ
素
加
工
の
フ
ラ
イ
パ
ン
を
温

め
、
④
を
入
れ
て
薄
く
広
げ
る
。
中

火
で
４
分
間
加
熱
し
、
チ
ー
ズ
が
溶

け
た
ら
の
り
を
上
に
乗
せ
て
裏
返

し
、
さ
ら
に
１
分
間
加
熱
し
た
後
、

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
分
け

る
。

⑥

皿
に
盛
り
、
ミ
ン
ト
を
飾
る
。

一
人
分
熱
量

１
９
９
㌔
カ
ロ
リ
ー

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会

そ
の
他�

春
日
市
成
人
式



春
日
市
商
工
会
の
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
内
に
は
、
同
会
の
加
盟
店
の

お
買
い
物
情
報
を
掲
載
し
た
「
デ
イ
リ

ー
か
す
が
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
日
替
わ
り
で
、
安
売
り

な
ど
の
お
得
な
情
報
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

年
末
年
始
の
買
い
物
の
前
に
、
見
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

春
日
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
【h

ttp
://w
w
w
.kasuga2

1
.com

】

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工
会

�(

581)

１
４
０
７

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
、
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
に

パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
、
無
料
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
市
役
所
２
階
の
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
と
合
わ
せ
て
、
４
か
所
で
使

用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

無
料
サ
イ
ト
（
無
料
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

の
み
で
、電
子
メ
ー
ル
や
有
料
サ
イ
ト
、

一
部
の
不
適
切
な
サ
イ
ト
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

稼
動
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
は
午
後

６
時
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

使
用
時
間

一
人
あ
た
り
30
分

市
報
11
月
15
日
号
の
お
た
ま
じ
ゃ
く

し
№
15
で
、
保
育
園
児
以
外
で
も
自
由

に
参
加
で
き
る
12
月
の
行
事
を
紹
介
し

た
「
お
さ
そ
い
行
事
」
欄
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

12
月
21
日
�
　
ク
リ
ス
マ
ス
会

岡
本
保
育
所

↓

春
日
中
央
保
育
園

10
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
入
札
結

果(

工
事
金
額
５，

０
０
０
万
円
以
上)

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

桜
ヶ
丘
第
２
雨
水
幹
線
築
造
工
事

工
事
期
間

11
月
２
日
〜
平
成
14
年
３

月
28
日

契
約
金
額

１
億
１，

０
２
５
万
円

工
事
業
者

㈱
鴻
池
組

こ
う
の
い
け
ぐ
み

九
州
支
店

（
財
政
課
）

警
察
は
、
12
月
17
日
�
か
ら
平
成
14

年
１
月
３
日
�
ま
で
を
「
年
末
年
始
の

特
別
警
戒
活
動
」
期
間
と
し
て
、
犯
罪

や
事
故
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

年
末
は
、
人
、
車
、
金
の
動
き
が
活

発
に
な
り
、
生
活
も
一
段
と
慌
た
だ
し

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
交
通
事
故

の
多
発
に
加
え
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
、

ひ
っ
た
く
り
、
す
り
、
暴
力
事
件
な
ど

の
犯
罪
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
始
は
初
も
う
で
な
ど
に
多

く
の
人
が
出
か
け
、
各
地
の
神
社
、
駅
、

催
し
も
の
会
場
な
ど
が
大
変
混
雑
し
、

思
わ
ぬ
事
故
の
発
生
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
家
庭
・
職
場
・
地
域
ぐ

る
み
で
犯
罪
や
事
故
な
ど
の
防
止
に
努

め
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

（
筑
紫
野
警
察
署
）

お
知
ら
せ

13

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

ご
利
用
く
だ
さ
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
体
験
で
き
ま
す

子
育
て
通
信
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
訂
正

お
買
い
得
情
報
が
い
っ
ぱ
い

春
日
市
商
工
会
「
デ
イ
リ
ー
か
す
が
」

年
末
年
始
特
別
警
戒

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
安
心
の
街
　
ち
く
し

市
が
行
う
建
設
工
事
の
入
札
結
果

「
子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人

（
お
ね
が
い
会
員
）」
と
「
手
伝
っ
て
あ

げ
た
い
人
（
ま
か
せ
て
会
員
）」
が
支
え

あ
う
会
員
組
織
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
」
の
会
員
に

な
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

「
ま
か
せ
て
会
員
」
は
す
べ
て
の
講

習
会
を
、
お
ね
が
い
会
員
は
１
月
20
日

の
講
習
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
は
無
料
で
、
託
児(

無
料)

も
行

い
ま
す
。

※

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
の

市
報
に
折
り
込
ん
で
い
る
チ
ラ
シ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

平
成
14
年
１
月
10
日
�
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か

す
が
事
務
局

�(

584)

７
７
０
０

5(

584)

７
７
３
９

講
習
日
程
表

誤正

※ この講習の詳しいチラシを、市役所、ふれあい文化センター、いきいきプラザ、各保育所、各児童センターに置いています。
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人
が
一
生
の
間
に
う
つ
病
に
か
か
る
割
合

は
、
女
性
で
10
〜
25
％
、
男
性
で
５
〜
12
％

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
か
か
る

恐
れ
の
あ
る
、
身
近
な
心
の
病
気
で
す
。

今
回
は
、
相
談
に
来
た
Ａ
さ
ん
の
事
例
を

基
に
う
つ
病
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

Ａ
さ
ん
は
、
長
年
勤
め
て
い
た
会
社
を
定

年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。
定
年
後
は
妻
と
旅

行
な
ど
悠
悠
自
適
の
老
後
を
送
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
次
第

に
笑
顔
が
な
く
な
り
、
落
ち
込
み
、
人
に
会

う
の
も
面
倒
く
さ
く
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
夜
も
眠
れ
な

く
な
り
、
「
俺
は
も
う
ダ
メ
だ
。
こ
の
ま
ま

死
ん
で
い
く
の
を
待
つ
だ
け
だ
」
と
漏
ら
し

始
め
た
よ
う
で
す
。

心
療
内
科
で
診
断
の
結
果
、
う
つ
病
と
分

か
り
、
抗
う
つ
剤
を
飲
み
な
が
ら
、
回
復
し

て
い
き
ま
し
た
。
早
め
の
受
診
が
功
を
奏
し

た
よ
う
で
す
。

話
を
聞
く
と
、
実
は
Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
仕

事
は
大
き
な
重
荷
だ
っ
た
よ
う
で
、
全
力
で

立
ち
向
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
が

定
年
を
迎
え
、
一
息
を
つ
い
た
時
に
、
体
中

か
ら
力
が
抜
け
て
、
空
し
く
な
り
、
う
つ
状

態
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
で
し
た
。

う
つ
病
は
、
大
切
な
人
と
の
死
別
や
、
心

身
の
過
労
、
望
ま
な
い
人
事
異
動
、
人
間
関

係
の
も
つ
れ
な
ど
が
原
因
で
大
き
な
ス
ト
レ

ス
が
か
か
り
、
発
病
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

う
つ
病
の
主
な
症
状
と
し
て
は
、
特
別
な

理
由
も
な
い
の
に
悲
し
く
な
っ
た
り
、
不
安

や
集
中
力
の
低
下
、
簡
単
な
決
断
も
下
せ
な

い
な
ど
で
す
。
不
眠
や
食
欲
不
振
、
体
重
減

少
な
ど
、
自
立
神
経
症
状
を
あ
わ
せ
持
つ
事

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
人
は
、
病

気
と
い
う
自
覚
が
な
く
、
自
分
が
未
熟
だ
か

ら
と
、
ひ
た
す
ら
自
分
を
責
め
立
て
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
そ
の
症
状
が
進
む
と
、

「
こ
ん
な
自
分
は
生
き
て
い
て
も
仕
方
が
な

い
」
と
思
い
、
自
殺
を
企
て
る
よ
う
に
な
る

場
合
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

う
つ
病
の
治
療
は
、
早
い
時
期
に
、
専
門

家
（
心
療
内
科
や
精
神
科
）
に
相
談
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
病
院
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
十
分
な

休
養
を
と
る
こ
と
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
ま
だ
ま
だ
心
の
病
気
に
対
す

る
偏
見
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

う
つ
病
は
本
人
が
怠
け
て
い
る
の
で
も
な

く
、
気
の
ゆ
る
み
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ

ば
、
心
が
風
邪
を
ひ
い
た
状
態
で
す
。

本
人
を
取
り
巻
く
家
族
や
職
場
、
地
域
の

人
々
の
、
治
療
や
社
会
復
帰
へ
の
理
解
や
手

助
け
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

次
回
は
、
予
防
法
に
つ
い
て
で
す
。

心
の
健
康
相
談
窓
口
（
無
料
）

▽
福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

�(

582)

７
４
０
０

▽
筑
紫
保
健
所

�(

513)

５
５
８
５

(

健
康
課
　
保
健
婦
　
中
園

な
か
ぞ
の

直
美

な

お

み

）

こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
・
・
・
・�



そ
う
だ
ん
・
散
歩
道
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さ
ま
ざ
ま
な
先
行
き
不
安
を
抱
え
た

ま
ま
平
成
13
年
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
景
気
は
い
っ
こ
う
に
回
復
せ
ず
、

ど
ん
よ
り
と
し
た
冬
空
の
憂
鬱

ゆ
う
う
つ

さ
と
相

ま
っ
て
、
気
分
は
一
層
落
ち
込
み
が
ち

だ
▼
市
の
財
政
も
例
外
で
は
な
く
、
今

年
始
め
た
出
前
ト
ー
ク
で
も
、「
市
民

の
新
た
な
要
望
に
応
え
て
い
く
に
は
、

今
あ
る
何
か
を
削
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
と
、
そ
の
厳
し
さ
を
井
上
市
長

は
訴
え
て
い
る
▼
そ
ん
な
中
、
某
新
聞

社
が
全
国
６
７
０
市
の
昨
年
度
決
算
を

分
析
し
た
結
果
を
公
表
し
た
。
税
収
が

伸
び
悩
む
中
、
ど
の
市
も
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
と
前
置
き
し
な
が
ら
、
や
り
繰

り
の
努
力
を
評
価
す
る
事
例
も
紹
介
し

て
い
る
。
そ
の
中
に
春
日
市
の
名
前
が

あ
っ
た
▼
な
ん
と
市
民
一
人
当
た
り
の

人
件
費
が
全
国
で
２
番
目
に
少
な
い
と

い
う
。
ち
な
み
に
１
位
宗
像
市
、
４
位

大
野
城
市
、
６
位
筑
紫
野
市
と
ベ
ス
ト

テ
ン
に
県
内
の
４
市
が
並
ぶ
。
い
ず
れ

も
業
務
の
民
間
委
託
や
広
域
連
携
を
積

極
的
に
進
め
た
結
果
ら
し
い
。
市
報
で

市
職
員
の
給
料
を
公
表
し
た
ば
か
り
な

の
で
、
こ
の
記
事
は
正
直
有
り
難
い
▼

こ
の
こ
と
を
や
や
自
慢
げ
に
家
族
に
話

す
と
「
春
日
市
の
努
力
は
認
め
る
け

ど
、
市
民
の
関
心
は
、
お
父
さ
ん
た
ち

が
給
料
分
働
い
て
い
る
か
ど
う
か
よ
」

と
一
蹴
さ
れ
た
。
ご
も
っ
と
も
。（
後
）

年
の
瀬
に
憂
う

家庭児童相談
u毎週月～金曜日u8時30分～17時
u市役所こども未来課家庭児童相談
室u�(584)1111

小・中学生のための悩み電話相談
u毎週月･水･金曜日u8時30分～17
時uヤングテレホン�(584)1140

子ども・家庭電話相談
u年末年始を除く毎日u9時～17時
30分u県看護等研究研修センターu
�(733)8400

子どもの人権１１０番（電話相談）
u毎週土曜日u12時30分～3時30分
u天神弁護士センターu�(752)
1331

特設人権相談(月1回)
u1月8日(火)･2月5日(火)u10～15時
u市役所2階市民相談室u�(584)
1111

人権相談
u月～金曜日u8時30分～17時u福
岡法務局筑紫支局u�(922)2881

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
u月～木曜日u10～17時uちくし女
性ホットラインu�(513)7335

女性のための総合相談
u月曜日を除く毎日u受付9時30分～
15時30分uあすばる相談室（県クロ
ーバープラザ内）u�(584)1266

性犯罪などの電話相談
u月～金曜日u8時30分～17時15分
u福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
�(632)7830

シルバー110番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�(584)3344

痴ほう相談
u12月21日(金)･1月18日(金)u14時
～18時uかすがの郷在宅介護支援セ
ンターu�(595)8188

福岡県障害者１１０番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�(584)0039
5(584)3354

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
u月～金曜日9～18時・土曜日9～13
時u福岡いのちの電話u5 (721)
4343

春日市消費生活相談
u毎週月・木曜日u10～15時u市役
所２階市民相談室u�(584)1111

福岡県消費生活相談
u月～金曜日u9～17時u消費生活セ
ンターu�(632)0999

クレジット・サラ金電話相談
u毎週月～金曜日u18～20時u福岡
県司法書士会u�(722)4131

心配ごと相談
u毎週水曜日u10～15時u春日市社
会福祉センター4階u�(581)7225

不安・悩み電話相談
u24時間いつでも可u福岡いのちの
電話u�(741)4343

不動産相談
u毎月第1・3木曜日u13～16時u県
民相談室(県庁内)u電話予約が必要u
�(651)1234

住宅相談
u月～金曜日u10～17時u住宅情報
プラザ福岡（県建築住宅センター内）
u�(725)0876

このコーナーの詳しいことは、各窓口に、お尋ねください。

子どもに関する相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

市無料法律相談(月１回)
u12月19日(水)･1月16日(水)u受付
８時50分u定員15人(9時に抽選を行
います)u市役所2階市民相談室u�
(584)1111

商工会無料法律相談
u1月9日(水)・2月6日(水)u受付13
～15時u先着6人u春日市商工会�
(581)1407

県無料法律相談
u毎週金曜日u13～16時u電話予約
が必要(先着6人)u県民相談室(県庁
内)u�(651)1234

有料法律相談
u月～金曜日10～19時u土･日･祝日
10～13時u1人30分程度で料金は
5,250円u電話予約が必要u天神弁護
士センターu�(741)3208

県交通事故相談
u月～金曜日u9～17時u県交通事故
相談所(県庁内)u�(622)0403

県巡回交通事故相談
u毎月第2火曜日u受付10～15時u
市役所２階会議室u�(584）1111

交通事故被害者電話相談
u月～金曜日u9時30分～16時（12
時30分～13時は休み）u交通事故被
害者サポートセンター�(741)2270

犯罪被害者の電話相談
u毎週火曜日u16～19時u天神弁護
士センターu�(738)8363

法律相談

交通事故相談

犯罪被害の相談
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●市の人口　１０６，８７６人�
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市は、博多南郵便局と市内９つの特定郵便局でつくる｢郵政まちづくり協議会｣および
筑紫野警察署の３者で、11月９日、｢不法投棄情報提供｣と子どもの安全を確保するた
めの｢こども１１０ばん｣の協定を、春日小学校グラウンドで結びました。
｢不法投棄情報提供｣は、市内に不法投棄された家電製品な

どを郵便局員が発見した場合、市に通報するもの。これによ
り、今年の４月に施行された家電リサイクル法の影響で増加
傾向にあった不法投棄に迅速に対応し、未然の防止を目指し
ます。
｢こども１１０ばん｣は、子どもが助けを求めてきたり、危

害が及びそうな場合に、集配中の郵便職員が子どもを保護し、
警察に通報するというものです。郵便集配車やバイクには
｢こども１１０ばん｣のステッカーがはられ、子どもが助けを
求めやすいようにも工夫されています。
今後は、郵便局員が集配業務の合間をぬって、不法投棄の

防止や子どもの安全のために、目を光らせてくれることにな
ります。万が一の場合は｢こども１１０ばん｣のシールのはっ
てあるバイクや車に助けを求めましょう。

△設置された、「男女共同参画宣言
都市」のシンボルサイン

秋のクリーン作戦が、11月18日、市内全域で繰り広げられ、
住民が早朝から落ち葉を掃いたり、側溝や植え込みの中から空
きカンなどを拾い集めたりしました。
泉地区では、ねぎらいに訪れた井上市長の見送りを受けて地
区住民約80人が一斉に受け持ち区域に分散。家族総出の参加
者もあって楽しみながらゴミ拾いに精を出していました。
同地区役員の一人は、｢毎月、定例清掃しているのですが、

たばこの吸殻と空き缶のポイ捨ては減りません｣と市民のモラ
ル向上を訴えていました。
参加した皆さん、お疲れ様でした。 △泉公園を清掃する子どもたち

男女共同参画宣言都市かすがのシンボルサインが、市役所正面玄関
前にできました。
これは、性の違いにかかわらず、互いを一人の人間として思いやり、
市民一人ひとりが豊かなライフスタイルを創造するまち｢かすが｣の実
現をめざして設置されたものです。
このサインは、グラフィックデザイナー長尾

な が お

守
まもる

さん(松ヶ丘)のデザ
インによるもの。縦１.６ｍ、横１ｍの陶板製。男女の垣根を超えた
多様性を持つ人間像を表すレリーフを、男女共同参画都市宣言の宣言
文が囲んでいます。
市役所にお立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。

vこのシールが
目印です

△子どもたちが見守る中、出発（春日小学校グラウンド）




